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第
五
十
五
回 

 
日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

横
須
賀
大
会
案
内
号 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
“
欅
の
会
”
で
は
、
毎
年
８
月
に
関
東
近
県
で
夏
季
合

宿
研
究
会
（
通
称
：
全
国
大
会
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
第
５
５
回
と
な
る

今
年
度
は
、
４
６
回
横
浜
大
会
以
来
９
年
ぶ
り
、
神
奈
川
県
で
は
４
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
開
催
地
で
あ
る
横
須
賀
の
先
生
方
の
ご
実
践
や
ご
研
究
に
学

ぶ
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
主
体
的
で
対
話
的
な
学
び
が
深
ま
る
国
語
の
教
室
」

は
、
前
年
度
テ
ー
マ
「
学
び
続
け
る
主
体
を
育
て
る
国
語
の
教
室
」
を
受
け
て

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
常
に
他
者
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
生
き
る
存
在

で
あ
り
、
新
し
い
も
の
と
出
会
っ
た
り
、
既
知
の
事
柄
と
出
会
い
直
し
た
り
す

る
中
で
、
自
分
の
知
を
壊
し
な
が
ら
更
新
し
て
い
く
こ
と
を
「
学
び
続
け
る
主

体
」
と
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
学
び
を
「
深
め
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
教
室
、
ど
の

よ
う
な
教
師
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
横
須
賀
の
先
生
方

と
と
も
に
、
研
究
の
部
も
夜
の
部
も
含
め
て
考
え
て
い
く
時
間
が
も
て
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

   

   

ま
た
、
今
回
の
ゲ
ス
ト
の
話
に
は
、
立
教
大
学
名
誉
教
授
で
小
学
校
英
語

教
育
に
つ
い
て
の
論
考
の
多
い
鳥
飼
玖
美
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
今
大
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
こ

れ
か
ら
の
“
こ
と
ば
”
の
学
び
を
考
え
る
」
と
題
し
、
母
語
で
あ
る
国
語
の
学

習
と
小
学
校
英
語
教
育
両
方
に
関
わ
っ
て
い
る
先
生
方
に
ご
登
壇
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
関
東
圏
以
外
の
先
生
方
と
互
い
に
磨
き
合
え
る
数
少
な
い
機
会
で

す
。
奮
っ
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
横
須
賀
大
会 

 

 

一 

主 

題 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育 

 
 
 
 

―
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
を
深
め
る
国
語
の
教
室
― 

 

主
催 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

後
援 

横
須
賀
市
教
育
委
員
会 

 

二 

と 
き 

二
〇
一
九
年
八
月
三
日
（
土
）
～ 

四
日
（
日
） 

 

元 

 

6  

 

15 

 

２ ８ ３  

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 
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三 

と
こ
ろ 

ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か 

 

〒238-0006 

横
須
賀
市
日
の
出
町
１
―
５ 

 

交
通
：
京
急
横
須
賀
中
央
駅
か
ら
徒
歩
５
分 

宿
泊
：
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
横
須
賀 

 
 
 

 

〒2
3
8
-0

0
0
7
 

神
奈
川
県
横
須
賀
市
若
松
２
―
８ 

 

T
E

L

：0
4
6
-8

2
7
-1

1
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1
 

交
通
：
京
浜
急
行
線
横
須
賀
中
央
駅
徒
歩
１
分 

 
 

 

四 

日 

程 

【
第
一
日
】
八
月
三
日
（
土
） 

ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か 

１ 

受 

付 
 
 

九
：
〇
〇
～
一
〇
：
〇
〇 

２ 

開
会
式 

 
 

一
〇
：
〇
〇
～
一
〇
：
一
五 

 

① 

開
会
の
こ
と
ば 

 
 

② 

挨
拶 

 
 
 
 
 

大
会
委
員
長 

濱
田 
芳
子 

（
神
奈
川
） 

③ 

大
会
運
営
の
連
絡 

大
会
事
務
局 

長
谷
川 
泰
子
（
神
奈
川
） 

 
 
 
 
 
 

 

３ 

は
じ
め
の
話 

一
〇
：
一
五
～
一
〇
：
四
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
会
事
務
局 

松
木 

正
子 

（
東
京
） 

４ 

研
究
発
表 

 

一
〇
：
四
五
～
一
二
：
〇
〇 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
発
表
者
二
名
を
予
定 

５ 

実
践
報
告
分
科
会 

一
三
：
〇
〇
～
一
六
：
〇
〇 

◆
低
学
年
分
科
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
中
学
年
分
科
会 

 

※
各
分
科
会
と
も
、
発
表
者
二
名
を
予
定 

 
 

◆
高
学
年
分
科
会 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ６ 

懇
親
会 

一
八
：
〇
〇
～
二
〇
：
〇
〇 

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
横
須
賀 

 

【
第
二
日
】
八
月
四
日
（
日
） 

ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か 

１ 

受
付 

 

九
：
〇
〇
～
九
：
三
〇 

 

２ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

九
：
三
〇
～
一
二
：
〇
〇 

 
 

「
こ
れ
か
ら
の
“
こ
と
ば
”
の
学
び
を
考
え
る
」 

 
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 

若
林 

富
男
（
茨
城
） 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

※
パ
ネ
リ
ス
ト
三
名
を
予
定  

 

３ 

記
念
撮
影 

 

一
三
：
〇
〇
～
一
三
：
一
五 

 

４ 

ゲ
ス
ト
の
話
（
記
念
講
演
）
一
三
：
一
五
～
一
五
：
〇
〇 

 
 
 
 
 

講
師 

 

鳥
飼 

玖
美
子 

氏 

（
英
語
教
育
の
第
一
人
者
、
同
時
通
訳
者
の
草
分
け
的
存
在
） 

５ 

ま
と
め
の
話
（
総
括
講
演
）
一
五
：
一
五
～
一
五
：
四
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
田 

英
津
子 

（
静
岡
） 

６ 

閉
会
式 

 
 
 
 

一
五
：
四
五
～ 

 
 
 
 

 

 
 

・
会
代
表
挨
拶 

 
 
 
 
 

山
﨑 

和
男 

 

（
千
葉
） 

・
参
加
者
代
表
挨
拶 

 
 

※
参
加
者
を
見
て
人
選 

・
大
会
連
絡 

 
 
 
 
 
 

若
林 

富
男  

 
(

茨
城) 

・
閉
会
の
こ
と
ば 

 
 
 
 

濱
田 

芳
子 

（
神
奈
川
） 



 

3 

 
７ 
交
流
の
集
い 

 
 

一
七
：
〇
〇
～ 

 

五 

参
加
費
等 

大
会
参
加
費
：
四
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
・
会
場
費
等
） 

地
元
（
神
奈
川
県
内
に
勤
務
校
）：
参
加
費
三
〇
〇
〇
円 

学
生
参
加
費
：
二
〇
〇
〇
円 

 

当
日
受
付
で
集
め
ま
す
。 
 

宿
泊
費
：
一
泊
七
〇
〇
〇
円
（
朝
食
付
税
込
） 

懇
親
会
費
：
七
〇
〇
〇
円
（
予
定
）
で
す
。 

六 

申
込
方
法 

八
月
一
日
（
木
）
ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

前
述
の
宿
泊
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
七
月
一
二
日
（
金
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

七 

申
込
先 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

 
 
 
 
 
 

【
Ｈ
Ｐ
】https://www.keyakikokugo.com 

【
メ
ー
ル
】info@keyakikokugo.com   

八 

研
究
発
表
等 

研
究
発
表
（
八
月
三
日
午
前
若
干
名
）
分
科
会
実
践
報
告

（
八
月
三
日
午
後
、
低
・
中
・
高
学
年
各
若
干
名
）
を
ご
希

望
の
方
は
六
月
一
五
日
（
土
）
ま
で
に
、
テ
ー
マ
や
内
容
を

明
記
し
て
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
受
付
順
に

決
定
し
ま
す
。
大
会
事
務
局
よ
り
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
要
項
は
Ａ
４
用
紙
を
縦
長
、
縦
書
き
に
し
て
四
枚
以

内
に
ま
と
め
、
七
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
先
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。
期
日
に
遅
れ
た
方
は
、
当
日
一
〇
〇
部
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

 

九 

そ
の
他 

①
当
日
受
付
も
し
ま
す
が
、
参
加
者
数
に
よ
り
資
料
を
お
渡
し

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

②
受
付
場
所
は
、
ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か
で
す
。
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

【大
会
役
員
】  

大
会
委
員
長 

 
 

  

濱
田 

芳
子 

  
(

横
須
賀
立
大
大
矢
部
小
学
校) 

大
会
事
務
局
長 

 
 

長
谷
川
泰
子   (

葉
山
町
立
上
山
口
小
学
校
） 

大
会
事
務
局 

 
 

 
 

秋
山 

 

誠 
 

(

前
浦
安
市
立
美
浜
南
小
学
校) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
田 

博
元 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校) 

帯
川 

理
加 

（
横
浜
市
教
育
委
員
会
） 

片
山 

守
道 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
取 

俊
夫 

 
(

練
馬
区
立
八
坂
小
学
校
） 

松
木 

正
子 

 
(

前
十
文
字
学
園
女
子
大
学
） 

村
上 

博
之  

（(

関
東
学
院
小
学
校
） 

廣
瀬 

修
也 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校) 

横
内 

智
子 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校) 

若
林 

富
男 

 
(

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
） 

   



 

4 

【
実
践
報
告
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
田 

芳
子 

（
神
奈
川
） 

「こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
・」・・・教
師
の
願
い
を
指
導
計
画
に
込
め
て 

 
 

昨
年
児
童
指
導
上
の
問
題
を
抱
え
る
学
級
に
、
六
月
半
ば
か
ら
非
常
勤
と
し

て
入
り
、
週
五
時
間
国
語
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
。  

 

様
々
な
問
題
は
あ
っ
た
が
、
授
業
を
通
し
て
少
し
ず
つ
児
童
の
自
己
肯
定
感
や
、

共
に
学
ぶ
こ
と
への
価
値
観
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
級
は
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
、
全
員
が
着
席
し
て
授
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
「大
人
への
失
望

感
」「い
の
ち
の
軽
視
」と
い
う
二
つ
の
問
題
を
根
底
に
残
し
た
ま
ま
一
月
を
迎
え
、

卒
業
ま
で
に
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
い
う
強
い
願
い
か
ら
、
東
京
書
籍
六
年

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
」と
「君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」と
い
う
二
教
材
を
合

わ
せ
た
単
元
計
画
を
立
て
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
実
践
で
あ
る
。 

一
、
単
元
名 

「未
来
へつ
な
が
る
〇
〇
〇
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ー
ト
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

東
京
書
籍 

六
年
最
終
単
元) 

二
、
単
元
に
つ
い
て  

 
 

 

本
単
元
は
、
卒
業
前
に
扱
う
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
輝
き
を
持
つ
三
名
の
大
人
た
ち
の
「
行
動
と
言
葉
」
を
伝
え
、
そ
の

中
か
ら
卒
業
生
た
ち
が
未
来
へ
の
夢
や
希
望
を
持
つ
生
き
方
を
見
つ
け
出

せ
る
よ
う
に
と
い
う
制
作
者
側
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

小
学
校
最
終
単
元
で
も
あ
る
の
で
、
完
全
に
学
習
規
律
が
戻
っ
て
い
な

い
学
級
の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
教
材
と
な
っ
て
い
る
人
々
の
魅
力
パ
ワ
ー

と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
補
助
で
、
児
童
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
未
来
の
生
き
方
に
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。 

児
童
が
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
手
立
て 

①
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ー
ト
」
の
表
紙
を
つ
く
り
、
そ
の
中

に
、
人
物
の
生
き
方
や
言
葉
か
ら
、
自
分
自
身
の
心
に
残
っ
た
も

の
を
記
録
し
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
一
文
で
表
す
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
」
入
り
の
ノ
ー
ト
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
未
来
に
対
し
て
の

希
望
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。 

②
自
分
で
興
味
の
あ
る
世
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
「
オ

ー
ダ
ー
リ
ス
ト
」（
五
十
名
分
）
か
ら
一
名
選
び
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
他
の
友
だ
ち
に
紹
介
す
る
と
い
う
学
習
活
動
を
行
う
。

リ
ス
ト
に
は
、
教
材
文
の
出
展
元
の
本
を
使
用
。（
図
書
室
に
は
伝

記
が
多
く
、
文
章
が
長
す
ぎ
る
が
、
こ
れ
は
多
く
て
も
八
ペ
ー
ジ

程
度
で
自
力
で
読
め
る
分
量
）
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
、
そ
れ
を

仲
間
に
伝
え
る
事
が
主
体
性
を
深
め
る
た
め
に
、
役
立
つ
と
考
え

た
。 ま

た
、
友
達
が
ど
ん
な
人
を
選
ん
で
紹
介
す
る
の
か
と
い
う
点

で
、
聞
き
手
の
興
味
関
心
も
高
ま
り
、
様
々
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
つ
い
て
学
び
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

 
 
 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
は
「
プ
ロ 

ゲ
ー
マ
ー｣

「
大
工
」「
芸
人
」「
ダ
ン
サ
ー
」
な
ど
と
職
業
で
答 

え
て
は
い
る
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
考
え
が
徐
々
に
深
ま
っ
て
い 

き
、
自
分
が
将
来
な
り
た
い
大
人
像
を
具
体
的
に
心
に
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。 

教
師
の
願
い
を
こ
め
た
補
助
資
料 

①
児
童
の
中
に
「
大
人
に
な
ん
か
な
り
た
く
な
い
」
と
い
う
失
望
感
を
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持
つ
者
が
複
数
い
る
と
感
じ
て
い
た
た
め
、
私
自
身
が
紹
介
し
た
い

「
お
す
す
め
の
素
敵
な
大
人
た
ち
」
を
三
名
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
追
加
す
る
。

（
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
す
漁
師
・
役
者
・
医
者
） 

②
連
続
す
る
次
の
教
材
は
『
君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
』
で
、
百
五

歳
で
亡
く
な
っ
た
内
科
医
「
日
野
原
重
明
さ
ん
」
か
ら
の
手
紙
文
形

式
で
あ
る
。
そ
の
教
材
に
は
、「
自
分
が
も
ら
っ
た
奇
跡
的
な
命
を
大

切
に
し
、
他
の
だ
れ
か
の
た
め
に
時
間
を
使
え
る
大
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

当
初
は
別
々
に
扱
う
予
定
だ
っ
た
が
、
日
野
原
重
明
さ
ん
を
知
ら

な
い
世
代
の
児
童
に
は
文
章
の
重
み
が
伝
わ
り
に
く
い
と
考
え
、
私

自
身
が
パ
ー
ト
一
で
追
加
に
選
ん
だ
「
心
臓
血
管
外
科
医
大
木
隆
生
」

さ
ん
と
の
医
者
つ
な
が
り
で
、
単
元
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
。 

日
野
原
さ
ん
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
一
人
と
し
て
扱
い
『
地

下
鉄
サ
リ
ン
救
急
医
療
チ
ー
ム
最
後
の
決
断
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
補
助
資

料
と
し
て｢

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ー
ト｣

に
ま
と
め
る
。 

③｢

命
の
尊
さ｣

を
理
解
で
き
な
い
言
動
の
児
童
が
数
名
い
る
現
状

か
ら
、
追
加
資
料
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
人
体
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

入
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
分
自
身
が
「
い
の
ち
の
奇
跡
」
に
よ
っ

て
誕
生
し
て
き
た
事
実
に
気
づ
き
、「
受
精
卵
は
す
で
に
一
人
の
人

間
で
あ
る
」
と
い
う
真
実
に
も
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。 

④
最
終
的
に
は
、
自
分
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ー
ト
を
ふ
り
か

え
っ
て
、
最
初
に
考
え
た
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
」
を
改
め

て
問
い
、
学
習
後
の
深
ま
り
を
期
待
し
た
い
。 

三
、
指
導
計
画 

（
全
二
十
時
間
） 

①
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
。（
一
時
間
） 

②
パ
ー
ト
➊ 

未
来
に
つ
な
が
る
自
分
だ
け
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ー

ト
を
つ
く
ろ
う 

 
 
 

１
、
海
獣
医
師
「
勝
俣
悦
子
」
さ
ん
か
ら
学
ぶ
・
・（
二
時
間
） 

 
 
 
 
 

自
分
で
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
付
け
て
み
よ
う 

（
資
料
１
） 

 
 
 
 
 

オ
ー
ダ
ー
リ
ス
ト
か
ら
興
味
あ
る
人
物
を
選
択 

 
 
 

２
、
板
金
職
人
「
国
村
次
郎
」
さ
ん
か
ら
学
ぶ
・
・（
二
時
間
） 

 
 
 

３
、
パ
テ
ィ
シ
エ
「
杉
野
英
実
」
さ
ん
か
ら
学
ぶ
・（
二
時
間
） 

 
 
 

４
、
先
生
の
お
す
す
め
人
①
漁
師
「
村 

公
一
」
さ
ん
か
ら
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 

情
熱
大
陸
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら 

視
聴
メ
モ…

（
一
時
間
） 

 
 
 

５
、
オ
ー
ダ
ー
リ
ス
ト
か
ら
選
ん
だ
人
物
を
「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
紹
介
し
よ
う
。（
二
時
間
＋
二
時
間
）（
資
料
２
） 

 
 
 
 
 

・
内
容
を
調
べ
ポ
ス
タ
ー
に
心
に
残
っ
た
行
動
・
言
葉
と
キ
ャ 

 
 
 
 
 
 

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
ま
と
め
る
。 

 
 
 
 
 

・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
調
べ
た
人
物
を
紹
介
し
合
う
。 

 
 
 

⒍
先
生
の
お
す
す
め
人
②
役
者
「
小
栗
旬
」
さ
ん
か
ら
学
ぶ 

 
 
 
 
 

・
情
熱
大
陸
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら 

視
聴
メ
モ…

（
一
時
間
） 

 
 
 

⒎
先
生
の
お
す
す
め
人
③
医
者
「
大
木
隆
生
」
さ
ん
か
ら
学
ぶ 

 
 
 
 
 

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
視
聴
メ
モ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
時
間
） 

③
今
思
う
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
っ
て
何
だ
ろ
う 

 
 
 
 
 

・
自
分
の
ノ
ー
ト
を
振
り
返
る
（
資
料
３
） 
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④
パ
ー
ト
❷
未
来
に
向
か
っ
て 

 
 
 
 

⒈
「
君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」
を
読
ん
で
初
発
の
感
想
を
書
く 

 
 
 
 

２
、
日
野
原
重
明
さ
ん
に
つ
い
て
調
べ
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と
救
急 

 
 
 
 
 
 
 

医
療
チ
ー
ム
最
後
の
決
断
」
か
ら
学
ぶ
・
・（
一
時
間
） 

 
 
 
 

３
、
み
ん
な
の
疑
問
「
ひ
と
つ
の
奇
跡
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
生
命
誕
生
・
・
見
え
た
母 

 
 
 
 
 
 
 

と
子
の
ミ
ク
ロ
の
会
話
」
か
ら
学
ぶ
・
・（
一
時
間
） 

 
 
 
 

４
、
友
達
の
ノ
ー
ト
か
ら
い
の
ち
や
奇
跡
に
つ
い
て
学
ぶ 

 
 
 
 
 

「
君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」
を
再
び
読
み
味
わ
う
・
・（
一
時

間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

５
、
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
詩
「
春
に
」
を
読
み
味
わ
う
・
・（
一
時
間
） 

 
 
 
 
 
 

四
月
に
学
ん
だ
「
生
き
る
」
を
読
む
・「
春
に
」
の
意
味
を
考
え

る
・
役
割
を
決
め
群
読
を
す
る 

資
料
⒈
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ー
ト
か
ら 

 
 

パ
テ
ィ
シ
エ
「
杉
野
英
実
」
さ
ん 

       

資
料
２ 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
用
の
カ
ー
ド 

     
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

    

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
用
の
聞
き
手
メ
モ 
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資
料
３ 

パ
ー
ト
❶
の
ま
と
め
「今
思
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
っ
て
」 

 

  

                  

四
、
成
果
と
課
題 

成
果
⒈
ま
と
め
の
ノ
ー
ト
を
読
む
と
、
ど
の
児
童
も
教
材
文
の
人
物
、  

 
 

 
 

友
達
が
紹
介
し
て
く
れ
た
人
物
、
さ
ら
に
教
師
お
す
す
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

 
 

 
 

 
 

の
人
物
か
ら
も
、
人
と
し
て
の
生
き
方
の
素
晴
ら
し
さ
を
つ
か
み 

 
 

 
 

 
 

 

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
「大
人
に
な
ん
か
な
り
た
く
な
い
」と
言
っ
て
い 

 
 

 
 

 
 

た
児
童
が
、
「自
分
の
仕
事
を
一
生
懸
命
や
り
が
い
を
持
っ
て
や
る 

 
 

 
 

 
 

人
」が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、
「自
分
も
医
者
に
な
っ
て
人
を
喜
ば

せ
る
人
に
な
り
た
い
。
」と
夢
を
書
く
ま
で
に
変
化
し
た
こ
と
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
師
の
願
い
の
一
つ
が
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
指
導
計
画
の

中
で
、
児
童
の
モ
デ
ル
に
な
る
人
物
を
十
人
以
上
紹
介
で
き
た
。 

 
 

 
 

２
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
自
分
な
り
に
作
る
た
め
に
本
文
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら 

 
 

 
 

 
 

真
剣
に
こ
と
ば
を
選
び
、
そ
の
人
物
に
ピ
ッ
タ
リ
な
表
現
に
し
よ
う 

 
 

 
 

 
 

と
工
夫
し
て
作
ろ
う
と
す
る
姿
か
ら
主
体
的
に
言
葉
の
力
を
獲
得 

 
 

 
 

 
 

 

し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

３
、
自
分
が
選
択
し
た
人
物
に
つ
い
て
「ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」で
紹
介
す 

 
 

 
 

 
 

る
た
め
に
、
難
解
な
語
句
を
調
べ
た
り
、
人
物
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ 

 
 

 
 

 
 

て
さ
ら
に
調
べ
た
り
な
ど
し
て
ま
と
め
、
友
達
が
調
べ
た
人
物
への
興 

 
 

 
 

 
 

味
関
心
も
強
か
っ
た
。 

 
 

 
 

４
、
パ
ー
ト
❷
の
「君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」の
教
材
文
の
初
読
で
は
気 

 
 

 
 

 
 

が
付
か
な
か
っ
た
文
章
の
重
み
が
「日
野
原
重
明
」さ
ん
に
関
す
る 

 

 
 

 
 

 
 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
「人
体
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
補
助
資
料
に
よ
り
、
深
く
文
を
理

解
し
、
教
師
の
願
い
二
つ
目
「い
の
ち
の
尊
さ
」も
理
解
で
き
た
。 

課
題
１
、
オ
ー
ダ
ー
リ
ス
ト
は
、
教
科
書
教
材
と
同
じ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
の
「プ
ロ
フ
ェ 

 
 

 
 

 

シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」の
文
庫
本
か
ら
選
択
し
目
次
を
使
っ
た
。
そ
の 

 

１、 ２、 ３、 ４、 

最初は有名な人とか、すご

い人の事だと思っていたけれ

ど、（今は）プロフェッショナ

ルとは「努力してみんなを笑

顔にさせる人」だと思った。 

最初は一流の

名人だと思っ

た。 

今は、「多くの人

のために働く

人」だと思う。 

プロフェッショナ

ルとは、「仕事をして

人に幸せや喜びを与

える人」のことをいう

のだと思う。 

 

「自分の仕事を 

一生懸命やりが 

いを持ってやっ 

ている人」 

５、 ６、 ７、 

「人のために全力を注ぐ人」の事だと思いま

した。仕事のことを最優先にして、人のために全

力をそそぎ、自分の事は後回しにして頑張る人

の事だと思いました。そういう人は、世界の人や

周りの人が注目していなくてもプロフェッショ

ナルだと思います。 

「自分の仕事を最後

までめげずにやる人」

だと思いました。それ

と、「その仕事を愛し

ている人」だと思いま

す。 

「ずっとあきら 

めずに努力して 

いた人」「どんな 

日でも、その仕事 

に向き合ってい

る 

人」 
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五
分
の
一
程
度
が
、
児
童
に
は
理
解
し
に
く
い
職
業
の
人
物
で
あ
っ
た
。  

 
 

 

例
、
経
済
関
係
・経
営
者
・商
社
マ
ン
等
）今
後
は
、
吟
味
を
十
分
に
す

る
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
調
べ
る
負
担
が
減
り
、

個
人
差
が
開
き
、
休
み
時
間
な
ど
に
も
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
児
童
が
減
少
す
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 

２
、
日
野
原
重
明
さ
ん
の
文
章
の
意
味
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
に 
 

 
 

 

は
、
事
前
に
に
扱
っ
た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
人
物
の
解
説
し
た
り
が
必
要
だ
が
、

単
独
単
元
で
別
の
時
期
に
扱
っ
た
り
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
。 

 
 

 

３
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
聞
き
手
メ
モ
の
仕
方
を
明
記
し
、
後
日
振
り
返

る
時
に 

、
誰
の
ど
う
い
う
点
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
の
か
が
わ
か
る
よ

う
に
記
録
さ
せ
た
い
。
今
回
一
度
目
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
、
話
し

方
を
ほ
め
る
だ
け
の
メ
モ
に
気
づ
き
修
正
し
た
。 

 
 

 ◇
◇
本
会
案
内 

◇
◇ 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
研
究
で
め
ざ
す
も
の 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」は
、
二
十
一
世
紀
の
国
語
学
習
の
在
り
方
の
探

求
す
る
研
究
集
団
で
あ
る
。 

子
ど
も
た
ち
が
「自
ら
国
語
の
力
を
獲
得
す
る
学
び
」の
姿
を
求
め
て
、
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
茨
城
か
ら
会
員
が
都
内
の
会
場
校
に
集
ま
っ
て
来
る
。
若

手
か
ら
中
堅
、
そ
し
て
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
幅
広
い
層
の
教
員
が
、
常
に
三
十
名
近
く

参
加
す
る
。 

 

『研
究
は
厳
し
く
、
人
間
関
係
は
和
や
か
に
』を
合
言
葉
に
毎
月
一
度
集
ま
り
、

互
い
に
学
び
合
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
五
月
に
は
月
例
会
が
四
五
〇
回
と
な
り

記
念
す
べ
き
五
〇
〇
回
も
視
野
に
入
っ
て
き
て
い
る
。 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」は
、
故
石
田
佐
久
馬
代
表
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
「吾
以
外
皆
我
師
」を
モ
ッ
ト
ー
に
学
び
続
け
て
い
る
。
月
例
会
で
学
ん
だ
こ
と

を
も
と
に
、
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
全
国
大
会
（毎
年
七
～
八
月
）で
、

発
表
す
る
会
員
も
多
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

近
年
の
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
全
国
大
会
の
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

二
〇
一
六
年 

第
五
十
二
回
茨
城
取
手
大
会  

(

茨
城
県
取
手
市
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

 

～
自
ら
学
び
、
み
ん
な
で
学
ぶ
国
語
の
教
室
～ 

二
〇
一
七
年 

第
五
十
三
回
伊
豆
熱
川
手
大
会 (

静
岡
県
東
伊
豆
町
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

 

～
国
語
科
に
お
け
る
「深
い
学
び
」と
は
～ 

二
〇
一
八
年 

第
五
十
四
回
宇
都
宮
大
会 (

栃
木
県
宇
都
宮
市
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

 

～
学
び
続
け
る
主
体
を
育
て
る
国
語
の
教
室
～ 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
会
員
は
、
全
国
大
会
の
テ
ー
マ
を
常
に
意
識

し
な
が
ら
、
自
分
で
興
味
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
授
業
実
践
を
通
し
て

追
求
し
、
年
一
回
月
例
会
で
提
案
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。 


